平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 2，We’re Talking 3
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

Ifを使って，条件や仮定を言う会話をすることができる。
評価方法：

【面接テスト】p.36 Skitとパラレルな週末の予定をたずねる面接テストをALTまたはJETと一対一で行い，その取り組みを評価する。
留意点

シミュレーションテストを行う前に，p.36のSkit, Exerciseに取り組み，十分に練習をしておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

次の２項目のそれぞれABCでつける。

①表現の正確さ
A：表現上の誤りがほとんどない。
B：いくつかの表現上の誤りはあるが，情報が伝わる範囲である。
C：伝えたい情報が曖昧になるような表現上の誤りがいくつかある。

②適切な応答

A：相手の質問に適切に応じて，十分な情報量をもって答えている。
B：相手の質問に答えている。
C：相手の質問に対する答えになっていない。

評価課題：

p.36のSkit, Exerciseの活動を行い，ペアで次の会話を練習した後に一対一のテストを行う。

       次の下線部をいろいろに変えてペアで会話の練習をしよう。
	質問者:

あなた:

質問者:

あなた:

質問者:
	What’s your plan for Saturday?  

If it’s clear, I’ll play softball.

Great.

But if it rains, I’ll play table tennis.

I see. Thank you.


留意点

①面接テストに即応性をもたせるために，週末の計画はあらかじめ決めておかず，別紙「We’re Talking 3関心・意欲・態度」のような予定カードを用意して面接直前に引かせてから質問を始める。
②評価項目｢適切な応答｣をより測りやすくするために，質問者（ALTまたはJET）は，Skitにはない質問を追加するとよい。

　(質問例)　I’ll play softball. に対して，Do you like softball?

           I’ll go to the beach. に対して，What will you do at the beach?

           I’ll go to a movie. に対して，What kind of movies do you like?　など
③このテストで，外国語表現の能力(話すこと)だけでなく，別紙「関心・意欲・態度」の評価も同時に行う。


















